
1999年出土の木簡

滋
宰

安
土

城

跡

１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
蒲
生
郡
安
土
町
下
豊
浦

・
神
崎
郡
能
登
川
町
南
須

田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
Ｈ
）
一
月
―
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
滋
賀
県
教
育
委
員
会

（滋
賀
県
安
土
城
郭
調
査
研
究
所
）

４
　
調
査
担
当
者
　
岩
橋
隆
浩

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
六
世
紀
末

（
一
五
七
六
年
１
一
五
八
五
年
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

安
土
城
は
、
織
田
信
長
が
天
下
統

一
の
拠
点
と
す
る
た
め
に
築
い
た
城
と
し

て
者
名
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
、

高
石
垣
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た

郭
群
、
瓦
葺
建
物
の
採
用
な
ど

で
、
こ
の
後
に
続
く
近
世
城
郭

の
規
範
と
な
り
、
与
え
た
影
響

は
非
常
に
大
き
い
。
築
城
は
天

郎

正
四
年

（
一
五
七
工Ｏ

に
開
始

廊
さ
れ
、
天
正
七
年
に
は
天
主
が

く

一
死
成
し
た
が
、
天
正

一
〇
年
の

本
能
寺
の
変
の
直
後
に
、
天
主

。
本
九

・
二
の
九
な
ど
の
主
郭
部
の
み
焼
失
し

た
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
わ
か

っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
天
正

一
三
年

盆

五
八
五
）
に
豊
臣
秀
次
が
近
江
八
幡
に
入
幡
山
城
を
築
く
ま
で
は
、
城
は

引
き
続
き
機
能
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

今
回
安
土
城
で
初
め
て
木
簡
が
出
土
し
た
の
は
揚
手
道
最
下
部
で
、
安
土
山

の
東
山
裾
部
に
あ
た
る
。
安
土
城
の
揚
手
道
は
、
安
土
山
山
頂
部

一
帯
に
あ
る

主
郭
部
の
北
虎
日
か
ら
東
へ
と
下
り
、
後
述
の
よ
う
に
直
接
湖
面
に
通
じ
て
い

る
。
『近
江
国
蒲
生
郡
安
土
古
城
図
』
に
は

「台
所
道
」
の
記
載
が
あ
り
、
ま

た
湖
面
に
近
い
部
分
の
道
の
北
側
に
は

「蔵
屋
敷
」
と
記
さ
れ
て
い
る
場
所
が

あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
で
、
錫
手
道
の
下
半
部
は
他
の
城
内
道
の
よ
う

な
石
段
で
は
な
く
ス
ロ
ー
プ
状
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
蔵
屋
敷
へ
も
ス
ロ
ー

プ
状
の
通
路
を
通
っ
て
入
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
揚
手
道

は
、
城
内

へ
の
物
資
搬
入
路
と
し
て
の
性
格
が
考
え
ら
れ
て
き
た
。
今
回
の
調

査
で
揚
手
道
の
最
下
部
は
浅
い
入
り
江
状
に
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
木
簡

は
こ
の
入
り
江
の
中
に
あ
る
航
路
状
遺
構
の
埋
土
の
上
層
か
ら

一
点
出
土
し
た
。

航
路
状
遺
構
は
幅
約
三

・
五
ｍ
深
さ
約

一
。
六
ｍ
を
測
る
素
掘
り
の
溝
で
、
埋

土
中
に
は
木
簡
の
他
に
多
数
の
木
製
品
や
植
物
遺
存
体
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
。

ま
た
多
量
の
瓦
片
が
こ
れ
ら
の
遺
物
と
と
も
に
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
廃
城
後

に
城
内
が
荒
廃
し
た
結
果
、
木
簡
を
含
む
多
数
の
遺
物
が
、
城
内
よ
り
当
遺
構

内
に
流
れ
込
ん
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
こ
の
遺
構
か
ら
は
、
安
土

城
時
代
の
も
の
よ
り
も
新
し
い
遺
物
は

一
切
出
土
し
て
い
な
い
。



木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω
　
．Ｆ
ギ非五升
　叔雁期
へ」

名
卯
月
十
日
　
本
郷

牌
り
ｏ
×

］
］
×

卜
　

ｏ
Ｐ
〕

頭
部
を
台
形
状
に
整
形
し
て
お
り
、
先
端
部
に
向
か
っ
て
幅
は
徐
々
に
細
く

な
る
。
厚
さ
は
頭
部
か
ら
中
心
部
に
か
け
て
厚
く
な
り
、
先
端
部
に
向
け
て
再

び
薄
く
な
る
。
先
端
部
の
切
断
面
は
や
や
粗
い
が
、
残
り
の
面
の
整
形
は
非
常

に
丁
寧
で
あ
る
。
ま
た
表
面
の
中
心
部
に
は
、
折
れ
の
際
に
で
き
た
横
方
向
の

割
れ
が
若
干
あ
る
。
形
状
的
に
は
先
端
部
を
尖
ら
せ
て
い
な
い
も
の
の
、
そ
の

内
容
か
ら
、
城
内
に
運
ば
れ
た
物
資
の
荷
札
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
場
合
、
物
資
名
の
数
量
の
み
記
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
品
名
が
特
に
記

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
物
資
は
米
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
本
木
簡

は
先
述
の
揚
手
道
の
性
格
を
具
体
的
に
表
す
史
料
と
い
え
よ
う
。

な
お
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
綾
村
宏

・
舘
野
和

己

・
渡
辺
晃
宏

・
山
下
信

一
郎
の
各
氏
に
、
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
ま
た
写
真

撮
影
に
つ
い
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
牛
嶋
茂
氏
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
。

９
　
関
係
文
献

滋
賀
県
教
育
委
員
会

『特
別
史
跡
安
土
城
跡
発
掘
調
査
報
告
』

一
〇

（一
一〇

〇
〇
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（岩
橋
隆
浩
・
松
下
　
浩
）




